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P − 512　　 ホ ル モ ン 補充療法におけ る新 しい 血清

エ ス トラ ジ オール 測定キ ッ トの 有用性 に 関す る研究

P − 513　　 高感度測定法 に よる各種 HRr 施行中の
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【目的1 ホ ル モ ン 補充療法 （EIRT）が定着 した規

在、寵清エ ス トラジ オ ール （［鋤 の測定は重要な意

義を有す。lflLpPE2測定 に お い て ｝よ種 々 の モ ノ ク

ロ ナ
ー

ル 抗体力§作成 され、、検討 され て い る が 、

E’z 以外の エ ス トロ ゲ ン （E）お よ び そ の 誘導体 に

対す る 交差反応性が高 く、 正確な E2値を反映し て

い ない 。今 回、新 し く開発さ れ た 、E・t 以 外 の 交

差反応性 の 低 い E2測定キ ッ トが、従来 の 測定 キ ッ

トと 比較 して、どの ような 利 点 を有する か を検討

した、， 1方法1当科内分泌
・
更年期外来を受診 し

た 患者 囘 2 入を対象 と した。血中 E2の測 定はR［A

法で 行 い 、CoaA．A ．Count　F．26 試薬 （RIA　E2．HRT ）

とCoat．ACount　E2試薬 （R［A　Ez）を用い 、　 E製剤

投 う一の有無で 比 較検討 し た。な お、E2　ratio 〔RIA

E2fRIAE2 ．HRT ｝≧ 2の 場合
『
をE2 の 解離 と定義 した。

【成測 薬剤 の 投与 の な い 症 例 で は両試 薬問 の

E2 値 の 相 関 は 11．＝＝O．894x ＋6．62，　 r
砺0、989 ）と 良好

であり、E2　ran 。 も102 ± 0．19 で 解離 は認 め られ

なか っ た。同様 に、E3製 剤 、
　 E2貼付剤も良好な

相開で 、解離は認め られ な か っ た。しか し、結合

型E 谿 llはy
＝1781x ．33 〔〕，r＝0．966 の相関で 、キ ッ

ト間で 相違が認め ら れ 、 E2　ratio は 1．83 ± 〔〕68 で

解離が 24．4％ に認め られ、全症例 で 従来の RIA −E2

試薬 の方がRIA　E2．HRT 試薬よりも高値であっ た 。

【結論】HRT 施行 中の 血 中E2値は治療上 マ ーカ ー

と して 重要 で あるが、結合型E 製剤 を投与中で は

従来 の キ ッ トで測定 した Ez値は約2倍高値を示 す

の で 注意 を要す る こ とが明 らか と な っ た。また 、

新 しい 、Coat．A ．Count　E2．6試薬 1よ交差反応性が 少

な く、E2値 を正確 に反映 して お り、HRT 施行時 の

血 中E2値 の 測定に有用 で あ る と推察さ れ た 。

「目的］ IHぐrの有効性 と副作用 の 発現 は血 中エ ス ト

ロ ゲ ン濃度 に 左 右 さ れ る ため ，
H1 ぐrの 投与法 の 選択 に

は 1
’
fr．中エ ス トロ ゲ ン濃度を 正 確に 把握す る 必要 があ

る．そ こで ，本邦婦人を対象と したHRT の 際の 目安とす

る 日的で 洛 種HRT 施行中の 血 中工 ス トロ ゲン濃漫 の

推移を高感度測定法 に よ り検 討 し た．

［方法］ 当科外来で 且 RT 施行中 の 患者を，同意 を得た

後，結合型エ ス トロ ゲ ン （CEE ）O．625mg と酢酸メ ドロ

キ シ プ ロ ゲ ス テ ロ ン（MPA ）2 ．5rng に よ る 連 1ヨ投 与群

（A 群40例），CEE とMPA の 隔 日投与群（B 群 23例），経

皮エ ス ト ロ ゲ ン 剤（2mg 　1 枚／21．　Dと MPA の 連続投 与

群（C 祥i8例）の 3 群に 分 け検討 した ．薬剤 の 投与後 王2

〜／8時間 で 採 l！lLする こ と とし，治療前 口治療開始6カ月

後，1 年後，2 年後 の 推移を検討 し た．エ ス ト ロ ン （E1）お

よ び エ ス トラジ オ
ール （E2）の 測定 は，HPLC とRIA を細．

み 合わせた高感度で か つ 精度 の 高 い測定法に よ り行っ

た ．

［成績］治療 前の El値 1・まい ずれ の 褝も 12〜22pg ／m ！

の 低値 で あ っ たが，HR
’
J
’
6カ 月後で は A 群，B 群，C 群で

そ れ ぞ れ 平均131 ．0 ，
’
74。8，38 ．7pg ／ml ，1 年後で は平均

135，0，73．4，41．2pg／ml ，2年後で は 平均 168．8，70．3，

45，7pg／ml と有意に増加 して い た．．一方，E2値につ い て

は，治療前 は いずれ の 群 も3〜6pg ／ml の 低値 で あっ た

が J−IRT6カ 月後 で は平均 20．3，15．9．　，57．lpg／rn1，1年

後 で は
’
？一均 2L3 ，15、3，5L8pg ／ml ，2 年後で は 平均

242 ，】5．8，61．9pg ／ml と有意に 増力11して い た，

［結論3CEE に よ る HRT で は ユ5〜25pg ／ml ，経皮エ ス

トロ ゲ ン 製剤 は 50〜60pg ／rrl1とCEE に 比べ て 約2〜

3倍高 い E2濃度で ，Ei濃度は CEE が経皮製剤に 比べ て

約3〜4倍高 い 濃度 で 更年期障害や骨粗鬆症 の 治療が

行わ れ て い る こ と が明 らか と な っ た．
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